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酸で種々のpHにし50　cc’に定容し，これを140°Cで

60分間加熱した．

　第3図ではpHが低くなると色素量，　HMF量も増す

ことはこれまで報告した通りであるが，アミノ酸が存在

してもその傾向には変化がない．色素およびHMFの生

成がブドウ糖のみで行なわれるものと，ブドウ糖とアミ

ノ酸の作用で行なわれるものと二通りに分けて考え，ア

ミノ酸が存在した場合の増加色素量や増加且MF量が後

者にもとつくものと考えれば，第3図よりアミノ酸の存

在による色素およびHMFの増加はpHによりあまり大

差はない．全色素および全HMFはpHにより非常に影

響を受け，P且が高くなると急速に生成量が減少する．

この結果P且が高いほど，全色素および全HMF量の中

でアミノ酸の存在による色素およびHMF量の割合は増

す結果になる．したがって，pHが高いほどアミノ酸の

効果が大きく表われてくることになる．

　5）　アミノ態Nについて

　以上の実験でブドウ糖溶液の中に微量のアミノ酸が存

在した場合には色素およびHMFの生成になんらかの促

進作用を有することが判明した．この反応機構が従来言

われてきたようにグリコシルアミノ酸を経てメラノイジ

ンに至るものとすれば，当然アミノ態N量も変化してよ

いことになる．もしまた変化がなければアミノ酸はブド

ウ糖の分解について一種の触媒的な働きを持つことが推

定されることになる．この点を調べるために加熱反応前

後のアミノ態N量をニトリットアゾトメトリーで調ぺ

た．この方法はVan　Slyke法を微量化したものでアミ

ノ態Nを酷酸々性で亜硝酸で酸化しN，ガスとして定量

する方法である．方法はブドウ糖10gにグリシンをア

ミノ態N量として10mg加え，シュー酸々性で50　cc

に定容後，5・Occを140°Cで6p分間加熱後，25　ccに

定容してそのうち1ccをとりアミノ態Nを定量した．

その結果を第4表に示す．

　　　　　　　　　　第4表

反応液のpH　　アミノ態N量μ1（0°C，1atm）
　（加熱前）　反応前（理論量）　反応後（実測値）　残率％

　　　　　　　　64．0　　　　　　　　　　　　64．1　　　　　　　100・…｛

2・・9 o
64．0

64．0

64．0

64．0
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　第4表の結果はアミノ態Nはこの測定法では変化が認

められない．この測定法ではアミノ酸がブドウ糖とグリ

コシルアミノ酸にならないという証明にはならないが一

般に研究されてきたメラノイジン生成反応ではアミノ態

Nの減少が表われるのが普通であるから，酸性溶液中の

ブドウ糖の着色におけるアミノ酸の作用はメラノイジン

生成反応と機構的に相違があるものではないかと推定さ

れる．またアミノ酸がブドウ糖溶液の着色およびHMF

の生成に触媒的な働きを有するということが言えよう．
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